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利
用
者
の
使
い
や
す
さ
を
重
視

　

J
F
A
は
2
0
1
2
年
4
月
に
「
J
エ
ン
ト
リ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
発
足
し
、
J
F
A 

W
e
b
登
録

サ
イ
ト
「
K
i
c
k
O
f
f
」の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検

討
し
て
き
た
。
背
景
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー

拡
大
に
よ
る
登
録
関
連
業
務
の
負
担
増
加
が
あ
る
。

現
在
、
チ
ー
ム
代
表
者
や
選
手
、
指
導
者
、
審
判
員
と

い
っ
た
J
F
A
登
録
者
は
1
4
2
万
5
9
9
2
人
、

J
F
A
関
連
事
業
の
参
加
者
を
含
め
た
サ
ッ
カ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
延
べ
4
6
0
万
3
9
1
3
人
を
数
え

る（
2
0
1
3
年
3
月
31
日
時
点
）。
J
F
A
登
録
者

だ
け
で
な
く
、サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
全
体
の
登
録
管

理
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
視
野
に
入
れ
、

K
i
c
k
O
f
f
を
ベ
ー
ス
と
し
た
新
た
な
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
現
行
シ
ス
テ
ム
の
問
題

点
を
主
に
都
道
府
県
協
会
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
登
録

関
連
窓
口
へ
の
問
い
合
わ
せ
内
容
の
分
析
を
行
い
、

「
I 

D
管
理
基
盤
の
構
築
」や
「
登
録
関
連
窓
口
の
集

約
」な
ど
9
つ
の
課
題
を
設
定
。
業
務
改
革
方
針
案

と
し
て
整
理
し
な
が
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
準
備
を

進
め
た
。

　

J
F
A
情
報
シ
ス
テ
ム
室
の
竹
嶋
大
助
室
長
は
、

「
は
じ
め
に
シ
ス
テ
ム
あ
り
き
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
ユ
ー
ザ
ー
の
利
便
性
や
業
務
の
効
率
化
を
追
求
し

た
か
っ
た
」と
強
調
す
る
。

　

新
た
な
K
i
c
k
O
f
f
で
は
、
＂シ
ン
グ
ル
サ
イ

ン
オ
ン＂
が
採
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
1
度
の
I 

D

と
パ
ス
ワ
ー
ド
入
力
で
、
W
e
b
サ
イ
ト
上
に
あ
る

複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
仕
組
み
だ
。
現
行

の
K
i
c
k
O
f
f
は
、
①
指
導
者
、
②
チ
ー
ム
／
選

手
、
③
審
判
、
④
フ
ッ
ト
サ
ル
と
4
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
分
か
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
管
理
さ
れ
て
お
り
、
指
導

者
と
審
判
な
ど
複
数
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
持
つ
登
録
者

は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
I 

D
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
っ
て

カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
複
数
回
ロ
グ
イ
ン
す
る
必
要
が

あ
る
。
現
状
は
住
所
変
更
な
ど
個
人
情
報
の
更
新
も

カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
シ
ン
グ
ル
サ
イ
ン
オ
ン
を
採
用
す
る
こ
と
で
、

今
後
、登
録
者
は
一
度
の
ロ
グ
イ
ン
で
全
て
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
情
報
も
一
元
管
理

で
き
る
。

  「
J
F
A 

I 

D
」の
取
得
が
必
須
に

　

新
K
i
c
k
O
f
f
で
は
、
新
た
に
「
J
F
A 

I 

D
」を
取
得
す
る
こ
と
で
シ
ン
グ
ル
サ
イ
ン
オ
ン

が
可
能
に
な
る
。
J
F
A 

I 

D
と
は
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
I 

D
で
、
す
で
に
登
録
し
て
い
る
利
用

者
は
J
F
A 

I 

D
と
自
身
の
登
録
番
号
を
ひ
も
付

け
る
こ
と
で
、
指
導
者
や
審
判
な
ど
保
有
資
格
に
応

じ
た
機
能
が
利
用
で
き
る
。
複
数
の
資
格
を
有
す

る
登
録
者
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
I 

D
と
パ
ス

ワ
ー
ド
を
管
理
す
る
煩
雑
さ
か
ら
解
放
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。

　

J
F
A 

I 

D
は
新
K
i
c
k
O
f
f
に
限
ら
ず
、

今
後
J
F
A
が
提
供
す
る
I 

T
サ
ー
ビ
ス
全
般
と
連

携
を
図
り
、シ
ン
グ
ル
サ
イ
ン
オ
ン
を
実
現
さ
せ
る
も

の
だ
。

　

J
F
A 
I 
D
を
取
得
す
る
に
は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
の
登
録
が
必
須
だ
。
こ
れ
は
、J
F
A
か
ら
の
情
報

を
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
確
実
に
届
け
る
た
め
だ
。

現
状
で
は
、J
F
A
や
都
道
府
県
協
会
か
ら
登
録
者
へ

の
連
絡
は
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
、郵
送
が
主
な
手
段
と

な
っ
て
お
り
、登
録
者
に
う
ま
く
情
報
が
伝
達
さ
れ
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
例
え
ば
、住
所
が
変
更
に
な
っ
た

場
合
、登
録
会
員
が
K
i
c
k
O
f
f
上
の
デ
ー
タ
を

更
新
し
忘
れ
た
た
め
に
郵
便
物
が
届
か
な
い
と
い
っ

た
ト
ラ
ブ
ル
だ
。
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

新
K
i
c
k
O
f
f
で
は 

メ
ー
ル
通
知
機
能
や
マ
イ

ペ
ー
ジ（
※
1
）へ
の
情
報
掲
載
を
充
実
さ
せ
る
。
指

導
者
で
あ
れ
ば
、講
習
会
の
案
内
が
マ
イ
ペ
ー
ジ
に
随

時
掲
載
さ
れ
、
受
講
決
定
や
合
否
確
定
通
知
が
登
録

し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信
さ
れ
る
な
ど
、情
報
を

素
早
く
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
。

　

ま
た
、„
パ
ス
ワ
ー
ド
忘
れ＂
へ
の
対
応
に
つ
い

て
も
メ
ー
ル
通
知
機
能
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い

く
。
登
録
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
新
パ
ス
ワ
ー

ド
を
送
信
す
る„
ワ
ン
タ
イ
ム
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
＂

や
、
設
定
し
た
質
問
に
回
答
す
る
と
新
パ
ス
ワ
ー
ド

が
表
示
さ
れ
る„
秘
密
の
質
問
方
式＂
を
採
用
す
る

予
定
だ
。
竹
嶋
氏
は
、「
登
録
者
か
ら
の
F
A
Q
を

集
計
す
る
と
、『
パ
ス
ワ
ー
ド
を
忘
れ
た
』と
い
う

問
い
合
わ
せ
が
圧
倒
的
に
多
い
。
登
録
者
が
パ
ス

ワ
ー
ド
を
再
設
定
で
き
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
で
、

問
い
合
わ
せ
に
時
間
を
取
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
す
ぐ

に
パ
ス
ワ
ー
ド
を
再
設
定
し
て
シ
ス
テ
ム
を
利
用

で
き
る
利
点
が
あ
る
。
当
然
、
窓
口
担
当
者
の
負
担

も
軽
減
さ
れ
る
」と
話
す
。

　

2
0
1
4
年
度
か
ら
J
F
A 

I 

D
の
取
得
が
必

須
と
な
る
の
は
、「
チ
ー
ム
責
任
者
」「
審
判
」「
指
導

者
」。
選
手
に
つ
い
て
は
、
2
0
1
4
年
度
は
任
意

と
な
る
が
、
競
技
履
歴
や
試
合
結
果
の
閲
覧
機
能
な

ど
、「
ロ
グ
イ
ン
し
て
も
ら
う
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
」

（
竹
嶋
氏
）を
つ
く
っ
た
上
で
、2
0
1
5
年
度
以
降

の
必
須
化
を
予
定
し
て
い
る（
図
1
「
J
F
A 

I 

D

の
取
得
対
象
者
」参
照
）。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
持

つ
人
が
少
な
い
シ
ニ
ア
、
第
3
種
や
第
4
種
に
つ
い

て
は
任
意
と
し
、
代
理
人
や
保
護
者
に
よ
る
取
得
も

許
可
す
る
方
針
だ
。
竹
嶋
氏
は
、「
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
個
人
で
所
有
す
る
小
・
中
学
生

は
ま
だ
少
な
い
。
た
だ
、
日
本
政
府
は
2
0
2
0
年

度
ま
で
に
教
科
書
を
電
子
化
し
、
全
て
の
小
・
中
学

生
に
P 

C（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
）を
整
備
す
る
方
針

な
の
で
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
柔
軟
に
対

応
し
て
い
き
た
い
」と
構
想
を
述
べ
る
。

   

電
子
登
録
証
導
入
の

  

メ
リ
ッ
ト

　

登
録
証
の
在
り
方
に
つ
い
て
課
題
を
検
討
し
た
結

果
、「
電
子
登
録
証
」も
段
階
的
に
導
入
し
て
い
く
。

2
0
1
4
年
度
を
試
行
期
間
と
し
、
2
0
1
5
年
度
以

降
の
完
全
導
入
を
目
指
す
。
現
在
、登
録
手
続
き
完
了

か
ら
登
録
証
が
手
元
に
届
く
ま
で
約
1
週
間
を
要
す

る
が
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
が
あ
れ
ば
、登
録
者
が
手

元
で
表
示
で
き
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
で
、
登
録
証
発

行
の
所
要
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
紛
失

し
た
際
に
再
発
行
す
る
手
続
き
も
不
要
に
な
る（
図
2

「
電
子
登
録
証
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
」参
照
）。
大
会
参
加

時
の
選
手
確
認
に
お
い
て
は
、
登
録
情
報
を
も
と
に
し

た
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
作
成
に
よ
り
、
個
別
に
登
録

証
を
持
つ
必
要
が
な
く
な
る
。
電
子
登
録
証
を
提
示

す
る
た
め
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
開
発
も
予
定
し
て
お
り
、「
講
習
会
・
研
修
会
実

施
の
際
の
登
録
者
個
人
を
識
別
で
き
る
簡
易
な
方
法

な
ど
は
残
し
つ
つ
、
登
録
者
の
現
場
に
お
け
る
利
便
性

を
高
め
て
い
く
」（
竹
嶋
氏
）方
針
だ
。

  

登
録
関
連
の
問
い
合
わ
せ
窓
口
を

  

J
F
A
に
集
約

　

さ
ら
に
、2
0
1
4
年
度
以
降
は
、
登
録
関

連
の
問
い
合
わ
せ
窓
口
を
J
F
A
に
集
約
す

る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る

窓
口
を
一
本
化
す
る
こ
と
で
、「
問
い
合
わ
せ

先
が
分
か
ら
な
い
」と
い
っ
た
ス
ト
レ
ス
や
都

道
府
県
協
会
事
務
局
の
問
い
合
わ
せ
対
応
に

よ
る
業
務
負
担
を
解
消
し
、
窓
口
業
務
を
効

率
化
す
る
こ
と
が
狙
い
だ
。
登
録
者
か
ら
の

疑
問
を
1
カ
所
に
集
め
る
こ
と
で
業
務
課
題

を
分
析
で
き
る
利
点
も
あ
る
。
竹
嶋
氏
は
、

「
問
題
点
を
把
握
し
、解
決
策
を
探
る
こ
と
で
、

ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
に
立
っ
た
機
能
拡
張
が
進

め
ら
れ
る
は
ず
。
ま
た
シ
ス
テ
ム
周
り
の
質

問
は
、シ
ス
テ
ム
に
長
け
た
担
当
者
が
回
答
す

る
こ
と
で
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
も
よ
り
良
い

環
境
に
な
る
の
で
は
」と
期
待
す
る
。

　

ま
た
、新
K
i
c
k
O
f
f
は
マ
ル
チ
デ
バ
イ

ス（
※
2
）対
応
と
な
る
。「
I
n
t
e
r
n
e
t 

E
x
p
l
o
r
e
r（
8
、
9
、
10
）（
※
3
）」は
も
ち

ろ
ん
、
現
状
で
対
応
で
き
て
い
な
い「
G
o
o
g
l
e 

C
h
r
o
m
e
」や「
S
a
f
a
r
i
」を
推
奨
ブ
ラ
ウ
ザ

に
し
て
、現
行
K
i
c
k
O
f
f
の
訪
問
者
の
約
8
割
を

カ
バ
ー
す
る
ブ
ラ
ウ
ザ
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

  

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を
高
め
る

　

新
K
i
c
k
O
f
f
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
に
あ
た
り
、

J
F
A
で
は 

日
本
サ
ッ
カ
ー
界
の
„
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ

リ
シ
ー＂（
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
基
本
方
針
）

を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
。竹
嶋
氏
は
、「
K
i
c
k
O
f
f

は
個
人
情
報
の
塊
。
こ
こ
か
ら
漏
え
い
事
件
が
発

生
す
れ
ば
社
会
的
信
用
を
失
う
だ
け
で
な
く
、
サ
ッ

カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
登
録
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
事
態

に
発
展
し
か

 

ね
な
い
」と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
J
F
A

は
今
年
４
月
に
I 

C
カ
ー
ド
社
員
証
を
導
入
し
、
オ

フ
ィ
ス
へ
の
入
出
管
理
を
強
化
し
た
。
J
F
A
と
共
に

K
i
c
k
O
f
f
シ
ス
テ
ム
の
管
理
者
と
な
る
都
道
府

県
協
会
に
対
し
て
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

研
修
会
を
随
時
開
催
し
て
い
く
予
定
だ
。

　

新
K
i
c
k
O
f
f
の
情
報
は
今
後
、
J
F
A
の
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
本
誌
な
ど
、
J
F
A
が
提
供
す
る

各
種
媒
体
で
展
開
さ
れ
る
。
動
画
に
よ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

も
製
作
中
で
、都
道
府
県
協
会
や
各
種
委
員
会
と
協
力

し
て
全
国
の
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
伝
達
し
て
い
く
。

竹
嶋
氏
は
、「
登
録
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
根
幹
。
今
後

も
登
録
者
が
つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
を
創
造
し
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
ん
で
い
る
。

※
1
：  

マ
イ
ペ
ー
ジ
：
会
員
自
身
の
登
録
情
報
の
確
認 

・
変
更
が
で
き
る

ペ
ー
ジ
。

※
2
： 

マ
ル
チ
デ
バ
イ
ス
：
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
複
数
の
端
末（
デ

バ
イ
ス
）間
で
共
通
し
て
利
用
で
き
る
こ
と

※
3
： 

W
i
n
d
o
w
s
8
の
M
e
t
r
o 

S
t
y
l
e
版
I
n
t
e
r
n
e
t 

　
　
　

E
x
p
l
o
r
e
r

10
に
つ
い
て
は
対
象
外
。

CLOSE -UPカテゴリー 新KickOffで利用する
主な機能

登録
状況 JFA ID取得対象 2014年度

JFA ID取得対象

Ⅰ チーム責任者　
・各種申請
・登録料支払い
・大会エントリー　など

新規／
継続 チーム責任者（本人） 必須

Ⅱ 選手

・マイページ機能
・電子登録証発行
・登録情報の確認
・競技履歴／試合結果の閲覧　など
　（2015年度予定）

新規／
継続

選手 シニア（本人または代理人）

取得任意
第1種世代（本人）
第2種世代（本人）
第3種世代（本人または保護者）
第4種世代（本人または保護者）

Ⅲ 審判
・各種申請
・ 講習会申込、受講料・登録料支払い
・マイページ機能
・電子登録証発行

新規／
継続 審判員（本人または代理人） 必須

Ⅳ 指導者
・各種申請
・ 講習会申込、受講料・登録料支払い
・マイページ機能
・電子登録証発行

新規／
継続 指導者（本人または代理人） 必須

選手にとってメ
リットのある機
能の実装は2015
年度以降を予定

図1 JFA IDの取得対象者

図2 電子登録証導入のメリット

日本サッカー協会（JFA）のWeb登録サイト「KickOff」が2014年4月から
リニューアルされる。今号では新たな特徴や導入の狙いについて解説する。

　　

2014年4月より、
KickOffがリニューアル

サッカー界全体のメリット

登録者のメリット 都道府県協会のメリット

登録証発行の
利便性向上

再発行の
即時性の改善

登録証発行までの
所要時間短縮

登録証発送状況に対する
問い合わせはなくなる

登録証忘れ時の
臨時対応が不要

（仮登録証発行など）

大会参加時の登録証忘れ
の心配がなくなる

再発行手数料が
かからない


